
DNSにおける最近の変化
『DNSがよくわかる教科書 第2版』の改訂内容から

～午後のひとときにDNS～

2026年6月30日
Internet Week Showcase in 静岡
株式会社日本レジストリサービス（JPRS）

森下 泰宏・熊谷 維魅
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本セミナーはInternet Week 2025 ランチタイムセミナーのアップデート版です



講師自己紹介

• 森下 泰宏（もりした やすひろ）
–所属：JPRS 技術広報担当・技術研修センター
–主な業務内容：技術広報活動全般・社内外の人材育成
–一言：JANOG35以来、11年ぶりに静岡に来ました！

• 熊谷 維魅（くまがい いみ）
–所属：JPRS システム部・技術研修センター
–主な業務内容：ネットワークの構築運用・DNS関連イベントの講師など
–一言：バージョンアップした説明で、今年もわかりやすさにこだわります！

Copyright © 2026 株式会社日本レジストリサービス 2



本日の内容

• 『DNSがよくわかる教科書』が発売された2018年から、
『DNSがよくわかる教科書 第2版』が発売された2026年までに
起こったドメイン名とDNSにおける変化を、第2版への反映内容と
共にご紹介します。

• 加えて、Internet Week 2025 ランチタイムセミナーで予告した
改訂項目が第2版で実現できたかを改めて確認し、最後に
『DNSがよくわかる教科書』の今後についてお話しします。
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ドメイン名とDNSにおける最近の変化と
第2版への反映内容
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このパートの内容

– CAAレコードの義務化と対応
– HTTPSレコードの先行対応と標準化
– QNAME minimisationの普及
– サブドメインテイクオーバーの流行

– レジストリサービスプロバイダーの成長
– gTLDにおけるWHOISの非義務化
– 委任の再設計
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• 2018年から2026年までに起こったドメイン名とDNSにおける変化と、
『DNSがよくわかる教科書 第2版』への反映内容をご紹介します

＜紹介する項目＞



CAAレコードの義務化と対応

• 2013年にRFC 6844として標準化され、2019年にRFC 8659に
置き換えられました

• 2017年に証明書の業界団体
CA/Browser Forumが、
認証局におけるCAAレコードの
チェックを義務化し、実装・
サービスにおける対応が広まりました
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引用元：Ballot 187 – Make CAA Checking Mandatory | CA/Browser Forum
<https://cabforum.org/2017/03/08/ballot-187-make-caa-checking-mandatory/>
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第2版への反映内容

• 6章に「証明書の発行許可に関する情報を設定する」を追加しました
– CA/Browser Forumの意思決定の仕組みも紹介しました

Copyright © 2026 株式会社日本レジストリサービス 7

p.143「証明書の発行許可に関する情報を設定する」 p.145「CAAリソースレコードのチェックの義務化」



HTTPSレコードの先行対応と標準化

• WebブラウザーやサービスプロバイダーがRFCの発行を待たずに、
HTTPSレコードに先行対応しました

• その結果、2019年から2021年に
かけて、フルリゾルバーに到達する
DNSトラフィックが急増しました

• HTTPSレコードは2023年に、
RFC 9460として標準化されました

Copyright © 2026 株式会社日本レジストリサービス 8

引用元：DNSの可視化検討 JANOG49 Meeting
<https://www.janog.gr.jp/meeting/janog49/dns/>

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog49/dns/


第2版への反映内容

• 6章に「Webサービスに関する情報を公開する」を追加しました
– DNSトラフィックの急増に伴う、ISPにおける緊急対応も紹介しました
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p.138「Webサービスに関する情報を公開する」 p.141「HTTPSリソースレコードによるDNS運用への影響」



QNAME minimisationの普及

• 2016年にRFC 7816として実験仕様が作られ、2021年にRFC 
9156として標準化されました

• 仕様の作成を受け、主なフルリゾルバーやパブリックDNSサービスの
デフォルトの動作が、QNAME minimisationに変更されました

• その結果、.com/.netの権威サーバーに到達する問い合わせの
65%以上が、QNAME minimisationによるものになりました
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参考：Minimized DNS Resolution: Into the Penumbra - Verisign Blog 
<https://blog.verisign.com/security/minimized-dns-resolution/>

https://blog.verisign.com/security/minimized-dns-resolution/
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第2版への反映内容

• 14章に「QNAME minimisationによる名前解決」を追加し、
8章で紹介している従来の名前解決との違いを確認できるようにしました
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pp.346-361「QNAME minimisationによる名前解決」



サブドメインテイクオーバーの流行

• 2020～2022年に流行した
iPhone当選詐欺に利用されました

• 2025年1月に複数のgo.jp
ドメイン名の被害事例が報告され、
デジタル庁と国家サイバー統括室
（NCO、旧NISC）のガイドライン
が改訂されるに至りました
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引用元：政府機関等の対策基準策定のためのガイドライン（令和7年度版）令和7年9月5日 一部改定 341ページ
<https://www.cyber.go.jp/pdf/policy/general/guider7_9.pdf>

https://www.cyber.go.jp/pdf/policy/general/guider7_9.pdf


第2版への反映内容

• 9章に「サブドメインテイクオーバー、NSテイクオーバー」と「サブドメイン
テイクオーバー、NSテイクオーバーへの対策」を追加しました
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p.235「サブドメインテイクオーバー、NSテイクオーバー」



レジストリサービスプロバイダーの成長

• 2012年のgTLD追加募集で多数のgTLDが創設され、ドメイン名
レジストリの技術や運用に関する需要が高まりました
–レジストリから委託を受けてそれらのサービスを提供する、レジストリサービス
プロバイダー（RSP）が出現・成長しました

• 現在進行中のgTLD追加募集（2026 Round）において、
RSPの技術をICANNが評価する、レジストリサービスプロバイダー
評価プログラムが実施されています
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参考：Registry Service Provider Evaluation Program | New gTLD Program 
<https://newgtldprogram.icann.org/en/application-rounds/round2/rsp>

https://newgtldprogram.icann.org/en/application-rounds/round2/rsp
https://newgtldprogram.icann.org/en/application-rounds/round2/rsp
https://newgtldprogram.icann.org/en/application-rounds/round2/rsp


第2版への反映内容

• 2章にコラム「レジストリサービスプロバイダー」を追加しました
– レジストリサービスプロバイダー評価プログラムと、2026年1月31日に最初の
リストが公開された、評価済みレジストリサービスプロバイダーも紹介しました
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p.36「レジストリサービスプロバイダー」



gTLDにおけるWHOISの非義務化

• 2025年にgTLDレジストラ・レジストリにおいてWHOISの提供が
非義務化され、RDAPへの移行が図られています
–一部のgTLDレジストラ・レジストリは、WHOISの提供を終了しています
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引用元：<https://whois.nic.mobi/>

（参考訳）
Identity DigitalのWhoisサービスは、Identity 
Digitalが運用するすべてのTLDをサポートしてい
ない可能性があります。お探しのTLDがサポート
されていない場合は、ICANNが提供するこちらの
ツールなど、公開されている別のRDAPツールを
ご利用ください：https://lookup.icann.org/

https://whois.nic.mobi/
https://lookup.icann.org/


第2版への反映内容
• 第1版の「Whoisとその役割」を加筆・拡充する形で、2章に「RDDSとその役割」
を追加しました
– RDDSは「登録データディレクトリサービス」に由来する、WHOIS・RDAPを含む
登録情報を公開・参照するためのサービス全般を示す用語です
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p.32「RDDSとその役割」



委任の再設計（1/3）

• 2023年11月のIETF 118ハッカソンでDNSの委任を再設計する
DELEG（デレグ）のアイディアが提案され、注目を集めました

• 議論の結果、DELEGの標準化作業にIETFとして集中的に取り
組むこととなり、2024年6月にdeleg WGが発足しました
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引用元：<https://datatracker.ietf.org/group/deleg/about/>

https://datatracker.ietf.org/group/deleg/about/


委任の再設計（2/3）

• DELEGの導入により、さまざまな課題を解決しようとしています
–親の委任情報をDNSSECで保護する
–外部/複数のDNSプロバイダーに委任する方式を簡略化・改良する
–フルリゾルバーと権威サーバーの間の安全な暗号通信を実現する

• 導入を円滑に進めるため、WGで以下の要求仕様が定義されました
–現在のドメイン名登録管理モデルを壊さない
–従来のプロトコル/実装との後方互換性を保つ
–段階的な導入を実現する
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委任の再設計（3/3）

• 要求仕様に基づき、以下の手順で作業を進めることになりました
① まず、現在のNSとグルーの委任とDELEGの委任を置き換える/併存
させる部分のみを標準化する

② その後、安全な暗号通信などのより高度な機能を追加で標準化する

• 現在、WGで①の作業が進められています
– 2026年6月22日からWG Last Callが開始されました（7月6日まで）
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第2版への反映内容

• 新設した15章に「委任の再設計（2026年2月時点）」を追加しました
–発売後に基本仕様の一部が変更されたため、増刷時に更新する予定です

•更新内容は公式サポートページに掲載されます
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DNSがよくわかる教科書 第2版 | SBクリエイティブ
<https://www.sbcr.jp/support/4815637491/>

p.381「委任の再設計」 p.384「DELEGリソースレコードの記述例」

DELEGPARAM/delegparamに更新予定

https://www.sbcr.jp/support/4815637491/


このパートのまとめ

• このパートでは『DNSがよくわかる教科書』が出版された2018年から
現在までのドメイン名とDNSにおける最近の変化の一部と、それらの
項目が『DNSがよくわかる教科書 第2版』にどう反映されたかを
ご紹介しました。

• 次のパートでは、 Internet Week 2025 ランチタイムセミナーで
予告した改訂項目が、第2版で実現できたかを確認していきます。
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『DNSがよくわかる教科書 第2版』の概要
～予告した項目は実現できたのか～
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予告した内容

• 著者：株式会社日本レジストリサービス（JPRS）
      渡邉結衣、熊谷維魅、佐藤新太、藤原和典

• 監修者：森下泰宏
• 出版社：SBクリエイティブ
• 発売日：2026年3月11日
• ページ数：400（予定）
• 定価：2,970円（予価・税込）
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DNSがよくわかる教科書 第2版 | SBクリエイティブ 
<https://www.sbcr.jp/product/4815622657/>

※カバーデザインは制作中のもので、変更される場合があります。

https://www.sbcr.jp/product/4815622657/


実際の内容

• 著者：株式会社日本レジストリサービス（JPRS）
      渡邉結衣、熊谷維魅、佐藤新太、藤原和典

• 監修者：森下泰宏
• 出版社：SBクリエイティブ
• 発売日：2026年3月11日
• ページ数：400（予定）
• 定価：2,970円（予価・税込）
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DNSがよくわかる教科書 第2版 | SBクリエイティブ 
<https://www.sbcr.jp/product/4815622657/>

424（約25%増）
2,860円（税込）

予定通り！

予定より増えた！

予価より安くしていただいた！

https://www.sbcr.jp/product/4815622657/


予告した内容

• 教科書として最新情報に対応し、完成度を高める予定です
–パート1で説明した、第1版発行以降の変化に対応
–第1版に記述しなかった項目を追加

•権威サーバーが返す6種類の応答
•応答の圧縮
• EDNS Client Subnet

–今後のDNSに影響を及ぼす項目を追加
–その他、全般的な更新・修正

• digの出力・画面イメージの更新、古くなった記述・コラムの削除・修正など
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説明済み

以降で説明



第1版に記述しなかった項目を追加

• 前述した3項目をすべて追加しました
–権威サーバーが返す6種類の応答（8章）
–応答の圧縮（8章）
– EDNS Client Subnet（11章）

• それらに加え、第1版で漏れていたいくつかの項目を追加しました
–例示用のドメイン名（1章）
– Public Suffix List（3章）
–先頭が”_”で始まるラベル（11章）、など
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今後のDNSに影響を及ぼす項目を追加

• 15章「DNSに関する最新の動き」を追加し、以下を記述しました
–新しいリソースレコードタイプの追加
– DNSを用いたサイトブロッキングに
関する動き

–委任の再設計（2026年2月時点）

–ルートゾーンのアルゴリズム
ロールオーバーに向けた検討
（2026年2月時点）
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「DNSを用いたサイトブロッキングに関する動き」より（pp.378-379）



既存の例示・図版・説明を更新・修正

• digの出力結果に、どこをどう読めばよいかを示す注釈を追記しました
–併せて「この部分がこうなっているため、こう判断できる」という説明を追加しました
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ということで…

• ランチタイムセミナーで予告した項目は、ほぼすべて実現できました！
• 教科書として最新情報に対応し、完成度が高まりました！
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第1版をお持ちの皆さまにも
自信を持っておすすめ出来る内容に

仕上がったと思います！



おわりに～『DNSがよくわかる教科書』の今後

• DNSは枯れたプロトコルではなく、現在も変化・進化を続けています。
• そのため、『DNSがよくわかる教科書』が教科書として十分ではなく
なった時には、第3版について検討する必要があると考えています。

• 例えば、委任を再設計するDELEGレコードが標準化され、本格的
に使われ始める時は、その有力候補の一つだと思います。
– Internet Week 2025会場のアンケートでは「2035年～」が多数でした。

Copyright © 2026 株式会社日本レジストリサービス 31

『DNSがよくわかる教科書 第2版』を今後ともよろしくお願いします！



最後までお聞きいただき
ありがとうございました！
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@JPRS_official JPRSofficial

<https://jprs.jp/tech/>

JPRSpress

https://twitter.com/JPRS_official/
https://twitter.com/JPRS_official/
https://www.facebook.com/JPRSofficial/
https://jprs.jp/tech/
https://jprs.jp/tech/
https://www.youtube.com/user/JPRSpress
https://www.youtube.com/user/JPRSpress
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